
様式第３号 

-3- 

 

令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 
本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 

成果目標 達成状況 評

価 
成果と課題 

ア 

いじめの根絶

（生徒課・ 

    管理職） 

・いじめの件数０件 

・巡回時の生徒指導

０件 

・ネットパトロール

からの指摘０件 

・いじめの件数０件 

・巡回時の生徒指導 

０件 

・ネットパトロールか

らの指摘０件 

・学校は安心して生活

する事ができる場所

だと感じていると答

えた生徒 97%。 

Ａ 

いじめや巡回中の問題行動はなく、生徒

も安心して学校生活を送れている事がア

ンケート結果から分かった。 

次年度も、生徒にとって、安心・安全な

学校づくりを続けていきたい。 

登下校及び学

校生活中にお

ける事故防止 

（全教員） 

・校内での事故０件 

・登下校時の交通事

故０件 

 

・校内の事故１件 

（体育の授業中の怪

我１件） 

・登下校時の交通事故

０件 

Ａ 

体育のバスケットボール中に怪我が１件

あったが、大きな事故はなく、事故防止

に努めることができた。 

防災対策の充

実 

（生徒課・ 

管理職） 

・「防災訓練は大切で

ある」と答える生徒

90％以上 

・「家庭で非常時の準

備をしている」と答

える生徒 80％以上 

・地域の防災訓練参

加率 50％以上 

・39メールの登録率

100％ 

・防災訓練は大切であ

ると答えた生徒 97% 

・家庭で非常時の準備

をしていると答え

た生徒 50% 

・地域の防災訓練参加

率 39% 

・39 メールの登録率

100% 

Ｂ 

防災訓練の大切さは実感しているものの

非常時の備えや地域防災訓練の参加率に

ついては、満足のいく結果ではなかった。

次年度は非常時の準備について具体的に

学ぶ機会を設定していきたい。 

イ 

挨拶と丁寧な

言葉遣いがで

きる 

（全教員） 

・「自ら挨拶すること

ができる」と答える

生徒 90％以上 

・「誰にでも丁寧な

言葉遣いができる」

と答える生徒90％以

上 

・自ら挨拶する事がで

きると答えた生徒

100% 

・誰にでも丁寧な言葉

遣いができたと答

えた生徒100% 

Ａ 

アンケート結果からも挨拶や言葉遣いに

ついて、取り組んでいる事がわかる。こ

れも日ごろからの先生方の声掛けと丁寧

な対応によるものである。ただ、時々行

う事ができたいう回答が 15%弱であった

ため、次年度はより肯定的な回答が増え

るように取り組みを続けたい。 

ソーシャルス

キルの育成 

（全教員） 

・「ソーシャルスキル

に関する項目につい

て、身についた」と

答える生徒 80％以

上 

・ソーシャルスキルに

関する項目につい

て身についたと答

えた生徒 100% 

 
Ａ 

自分の気持ち伝えたり、相手の気持ちを

察したりといったソーシャルスキルの育

成について１学期は自分の気持ち全く伝

える事ができないと回答した生徒がいた

が、２学期のアンケートでは全員が肯定

的な回答をしていた。生徒が安心して自

分の気持ちを表現できる環境づくりを次

年度も続けていきたい。 
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イ 

自己肯定感を

高める 

（全教員） 

・自分の強み(良さ)

を３つ以上答えられ

る生徒80％以上 

・「自己肯定感が高ま

った」と答える生徒

80％以上 

自分の強み（良さ）を

３つ以上答えられた

生徒 39%（２つ以上答

えられた生徒 58%） 

（自立心がある。独創

性がある。 粘り強く

取り組むことができ

る。の３項目の伸びが

大きい。） 

自己肯定感が高まっ

た（昨年より自分は成

長したり、良くなった

りした）と答えた生徒

88% 

Ｂ 

自分の強みを３つ以上答えられた生徒に

ついては、目標値をクリアする事はでき

なかったが、昨年度から自分は成長した

と感じている生徒は 90%弱であった。次

年度以降も継続して支援を行い、全ての

生徒が自分は成長したと実感できるよう

に継続して支援を行っていきたい。 

欠席、遅刻を減

らす 

（全教員） 

・毎月の出席率 95％

以上 

・毎日の遅刻平均３

人以内 

・寝坊による遅刻、

月間 10 件以内 

・毎月の出席率 90% 

・毎日の遅刻平均 

1.7 人 

・寝坊による遅刻 

21.6 件 
Ｂ 

皆勤者・精勤者は全体の 40％であった。

欠席したり、遅刻したりする生徒は限ら

れている。しかし、該当生徒は連日欠席

や遅刻を繰り返している。保護者と連携

をとって生徒の行動の改善に努めている

が、保護者自身も対応に困っているケー

スが少なくなかった。次年度以降も家庭

連携し根鉢強い指導を続けていきたい。 

教職員間及び

教員と家庭と

の連携充実 

（全教員） 

・「データによる情報

共有ができた」と答

える教職員 100％ 

・「常時、生徒及び家

庭との情報共有でき

た」と答える教員

90％以上 

・行事等の記事を１

週間以内にホームペ

ージに掲載できた。 

・行事等について、

事前に 39 メールで

配信できた 

・「データによる情報

共有ができた」と答え

た教職員 100％ 

・「常時、生徒及び家

庭との情報共有でき

た」と答える教員 90% 

・本年度より公式Ｘ

（旧 Twitter）を運用

したことで、学校行事

などの記事を速やか

にホームページに掲

載することができた。 

Ａ 

教員間及び教員と家庭との連携は必要十

分に行えていた。 

必要に応じて 39 メールの配信を行った

が、登録してあるメールアドレスの個人

が特定できないため次年度からは全日制

と合わせて C-learning を利用していき

たい。 

法律及び校内

ルールの遵守

の徹底 

（生徒課） 

・「校内ルールを守る

ことができた」と答

える生徒 80％以上 

・校内ルールを守る事

ができたと答えた生

徒 97% 

・問題行動による生徒

指導１件 

（原動機付き自転車

の無許可通学） 

Ａ 

問題行動による生徒指導が１件起きてし

まったが、該当生徒は指導後前向きに学

校生活を送るようになった。生徒がより

良い方向に進むような支援を今後も継続

していきたい。 
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ウ 

小中学校の学

習の学び直し 

（全教員） 

・授業内容を精選し、

小中学校の振り返

りを取れ入れた工

夫した授業ができ

たと答える教員

100％ 

・「中学校時より学

力が向上した」と

答 え る １ 年 生

100％ 

・「ＴＴにより、理解

が深まった」と答え

る１年生 100％ 

・授業内容を精選し、

小中学校の振り返り

を取り入れた工夫し

た授業ができたと答

えた教員 100% 

・中学校時より学力が

向上したと答えた１

年生 100% 

・数学Ⅰの授業でＴＴ

により分かりやすか

ったと答えた１年生

100% 

・授業の内容が全く理

解できないと答えた

生徒０% 

Ａ 

高等学校の学習内容が定着するように生

徒の実態に合わせて学習内容を精選して

授業を行うことができた。その結果授業

内容が全く理解できないと答えた生徒は

０％であった。生徒もやればできるとい

う経験をするため、学期が進むごとに学

習に前向きに取り組んで聞く生徒の割合

が増えていった。 

この取り組みは次年度も継続していきた

い。 

多様性に対応

した個別最適

な学びの実践 

（全教員） 

・一人一台端末を活

用することができた

と答える教員 100％ 

・ＩＣＴを活用した

授業を研究し、実践

したと答える教員

100％ 

・一人一台端末を活

用することにより、

学力が向上したと答

える生徒 80％以上 

・タブレット端末を活

用する事ができたと

答えた教員 100% 

・ＩＣＴを活用した授

業を研究し、実践した

と答えた教員 100% 

・タブレットを活用す

る事で学力が向上し

たと答ええる生徒 91% 

Ａ 

本年度から一人一台のタブレットを貸与

することができた。それらを利用して、

毎日の健康観察や授業の資料の配布、小

テストの実施、英作文の作成などを行う

ことができた。次年度以降もこれらの取

り組みを継続していきたい。 

エ 

授業力の向上 

（若手教員） 

※キャリアステ

ージが基礎向

上期以前の教

員 

・学期に２回は、授

業参観したと答える

教員 100％ 

・年に 1 回は、研究

授業を実施したと答

える教員 100％ 

・前年より授業力が

向上したと答える教

員 100％ 

・学期に２回以上授業

参 観 した 若手 教 員

100% 

・年に１回は研究授業

を実践したと答えた

若手教員 100％ 

・前年より授業力が向

上したと答えた若手

教員 100％ 

Ａ 

全ての若手教員が学期に２回以上の授業

参観を行った。 

各若手教員が目標設定をして授業力の向

上に努めた。具体的には、生徒の現状に

合わせた授業の展開、ICT を活用した授

業デザインの構築、アクティブラーニン

グ型授業実践などが行えるようになっ

た。 

観点別評価の

実践 

（全教員） 

・「観点別評価を理解

し、実施することが

できた」と答える教

員 100％ 

・観点別学習評価を理

解し、実施したと答え

た教員 100% Ｂ 

評価基準の設定などで課題感を感じなが

ら試行錯誤しながら取り組んだ１年であ

った。公平・公正な評価が行えるように

取り組みを継続していきたい。 
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オ 

スクールカウ

ンセラー (Ｓ

Ｃ)と連携強

化 

（生徒課・ 

管理職） 

・「ＳＣを利用したこ

とにより状況が改善

した」と答える生徒

80％以上 

・「ＳＣを利用したこ

とにより生徒の様子

が改善した」 

と 答 え る 教 職 員

80％以上 

・ＳＣを利用した事に

より状況が改善した。

と答えた生徒 100% 

・ＳＣを利用したこと

により生徒の様子が

改善したと答えた教

職員 90% 

Ａ 

定期的にスクールカウンセラーと面談を

する環境がある事は生徒のメンタルサポ

ートの助けになっている事がアンケート

結果から見て取れた。次年度以降もこの

取り組みを継続したい。 

カ 

キャリア教育

の充実 

 

（教務課） 

・ＳＰＩ試験対策の

小テストの結果、平

均 60 点以上 

・講演会を聞いて、

自身のキャリアにつ

いて考えるようにな

った」と答える生徒

80％以上 

・自分の希望する進

路が実現できたと答

える卒業生 100％ 

・授業の中にキャリ

ア教育を取り入れた

と答える教員 100％ 

・ＳＰＩ試験対策の小

テストの平均点 53 点 

・講演会を聞いて自身

のキャリアについて

考えるようになった

と答えた生徒 87% 

・自分の希望する進路

が実現できたと答え

る卒業生 83%（17%進路

が未決定） 

・授業中にキャリア教

育を取り入れたと答

えた教員 43% 

Ｂ 

講演会を開くことは生徒がキャリア形成

について考える良い機会になっていお

り、この取り組みは次年度以降も継続・

発展させていきたい。授業の中にキャリ

ア教育を取り入れた教員が多くなかった

ため、次年度はキャリア教育について研

修の機会を設けたい。 

キ 

休暇取得の推

進 

（全教員） 

・夏季休暇取得率

100％ 

・年休取得率 30％以

上 

・夏季休暇取得率 100% 

・年休取得率 60% 

Ａ 

業務の効率化が図られた結果、夏季休業

取得率、年休取得率ともに目標値をクリ

アすることができた。 

退勤時間の厳

守 

（全教員） 

・月間の超過勤務時

間平均 20 時間未満 

月間の超過勤務時間

平均 18 時間 24 分 

Ａ 

職員室完全退出の時刻は概ね守られてい

た。そのため、月間の超過勤務時間の平

均値の目標値をクリアすることができ

た。 

業務の削減及

び見直しの推

進 

（全教員） 

・会議資料のペーパ

ーレス化 100％ 

・各分掌の業務、1

つ以上削減 

・各教職員の業務、1

つ以上削減 

・会議資料のペーパー

レス化 100％ 

・各分掌の業務、1 つ

以上削減 

・各教職員の業務、1

つ以上削減 

Ａ 

GoogleWorkSpace を活用して、事務処理

の効率化を測った。生徒会誌の構成を業

者に委託した。体育大会の準備の工夫を

するなどして業務の効率を行った。 

 

 

 

ク 

 

事務室運営の

効率化 

・１件以上の業務

改善実施 

・学校徴収金のイ

ンターネットバン

キング導入及び証

明書発行事務の簡

素化。 

Ｂ 

担当者発案による業務改善を進め

ることができた。 
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ク 

法令順守の 

徹底 

・物品（修繕）要

求書提出の徹底

とすみやかな会

計処理を行う。 

・学年費等の決算

報告書類等は、わ

かりやすい文書

の作成に努め、残

金等は迅速な返

金処理等を行う。 

・個人情報の適正

な保管により紛

失及び漏洩事故

ゼロ 

・物品要求書提出

は、ほぼ徹底でき

た。 

・県費及び学校徴

収金会計について

も、適正に処理で

きている。 

・県費及び学校徴

収金会計について

も、適正に処理で

きている。 

・学校徴収金会計

の返金処理（転

出・退学者）につ

いて、すみやかに

対応できた。これ

から決算処理があ

るが、迅速な処理

等を行う。 

・個人情報の紛失

及び漏洩事故は、

起きていない。 

Ｂ 

物品要求書提出の徹底により、事

業仕分けによる会計処理を推進で

きたと考える。 

学校徴収金会計の適正処理が行

われ、すみやかな返金処理ができて

いる。 

物品等の値上げ等により、来年度

の給食費・修学旅行積立等（受益者

負担会計）の徴収額増加が見込まれ

る。費用対効果等により執行見直し

するなどし、これ以上の徴収額の抑

制を検討する必要がある。 

適正に管理できていることから、

これを維持していく。 

安全安心な教

育環境の維持 

・月２回以上の施

設点検と法令点

検指摘箇所のす

みやかな改修を

行う。 

・解体工事にかか

る騒音等の対応

について、的確な

校内調整を図る。 

・定期点検や法令

点検での指摘箇所

は、安全性を考慮

した優先順位によ

り改修を進めた。 

・解体工事につい

ては、事故等もな

く順調に推移して

いる。 

Ｂ 

 解体工事及びその跡地整備は、令

和６年 10月には終了予定である。 

 跡地は、グラウンドとなるが防球

ネット等付帯施設は今回の工事に

含まれていないので、今後も県教委

に整備をお願いする必要がある。 
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令和５年度 学校関係者評価実施用紙（まとめ用） 
 

学校番号 ３１ 学 校 名 
静岡県立清水東高等学校 

定時制の課程 
記 載 者 井 島 秀 樹 

 

 

  
取組目標 成果目標 

自己 

評価 

関係者

評価 
意 見 

ア いじめの根絶 

・いじめの件数０件 

・巡回時の生徒指導０件 

・ネットパトロールからの指摘０件 

Ａ Ａ 

いじめ件数0、学校が安心

97％の実績は素晴らし

い。いじめや問題行動が

なく、平穏であることが

何よりである。いじめが

いかに卑劣なことかを徹

底して指導しておられる

結果で、素晴らしい。 

 

イ 

挨拶と丁寧な 

言葉遣いができる 

 

・「自ら挨拶することができる」と 

答える生徒 90％以上 

・「誰にでも丁寧な言葉遣いができ

る」と答える生徒90％以上 

Ａ Ａ 

アンケート結果が大変良

好なのは先生方の日頃の

指導の成果だと感じる。 

挨拶や丁寧な言葉遣いは

基本なので、概ねできて

いて安心した。挨拶と丁

寧な言葉遣いは、人の第

一印象を形成するので、

この割合はとても喜ばし

いものである。そして何

よりも、他者からの丁寧

な言葉で接しられたとき

の喜び、うれしさを感じ

て欲しい。 

ソーシャルスキル

の育成 

・「ソーシャルスキルに関する項目

について、身についた」と答える

生徒80％以上 

Ａ Ａ 

肯定的な回答が増えてい

くのは指導の成果が現れ

ている。卒業してすぐ社

会に出る生徒のために

も、ソーシャルスキルを

身に付けさせることは大

切である。多くの生徒が

「スキルが身についた」

と感じていて感心した。 
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自己肯定感を高め

る 

・自分の強み(良さ)を３つ以上答え

られる生徒80％以上 

・「自己肯定感が高まった」と答え

る生徒80％以上 

Ｂ Ａ 

数値目標の未達よりも、

以前との比較で自己肯定

感が高まっていることを

重視したい。まず自分の

強みを意識し、自己管理

の下で弱点も受け入れ

る、そして自己肯定感を

もつようになる。大人の

世界でもそのまま通用す

る。 

欠席、遅刻を減らす 

・毎月の出席率 95％以上 

・毎日の遅刻平均３人以内 

・寝坊による遅刻、月間10件以内 

Ｂ Ｂ 

皆勤は必須ではないにし

ろ、遅刻平均1.7人は立派

な成果だと思う。根気が

必要ですが、引き続き欠

席や遅刻の指導をお願い

したい。 

ウ 

多様性に対応した

個別最適な学びの

実践 

・一人一台端末を活用することがで

きたと答える教員 100％ 

・ＩＣＴを活用した授業を研究し、

実践したと答える教員 100％ 

・一人一台端末を活用することによ

り、学力が向上したと答える生徒8

0％以上 

Ａ Ａ 

一人一台端末が実現した

こと、タブレットによる

学力向上が認められるｋ

とは大きな成果だと思い

ます。ICTの活用が100％

というのはすばらしい。

今後も生徒に生きる力が

身につくような活用をお

願いしたい。殆ど全員の

生徒がスマホを携帯して

いるのではないかと思う

ので、ICTを活用した授業

には、生徒は何のためら

い無く入って行けるので

はないか。それによって

学力の向上を感じられる

なら、どんどん活用すべ

きである。 

エ 

観点別評価の実践 

・「観点別評価を理解し、実施する

ことができた」と答える教員100％ 
Ｂ Ｂ 

観点別評価の実施につい

ては難しい面もあるかと

思います。継続しての努

力をお願いします 



様式第５号 

オ 

スクールカウンセ

ラー(ＳＣ)と連携

強化 

・「ＳＣを利用したことにより状況が

改善した」と答える生徒 80％以上 

・「ＳＣを利用したことにより生徒の

様子が改善した」と答える教職員

80％以上 

Ａ Ａ 

利用による状況改善が生

徒100％・教師90％はすば

らしい。新宿夜のトーヨ

コの記事を見るたびに、

子供たちは、話し相手、

話を聞いてくれる大人を

心底では求めていると思

う。SCが配置され活用さ

れている様子が伺えま

す。今後ますます必要性

が高まるものと思われま

す。 

カ 

キャリア教育の充

実 

・ＳＰＩ試験対策の小テストの結果、

平均 60 点以上 

・講演会を聞いて、自身のキャリア

について考えるようになった」と

答える生徒 80％以上 

・自分の希望する進路が実現できた

と答える卒業生 100％ 

・授業の中にキャリア教育を取り入

れたと答える教員100％ 

Ｂ Ａ 

3名の未決定者とのこと

ですが、全員が進路を見

据えた姿勢は評価できる

と思います。キャリア教

育の継続をお願いしま

す。世の中には様々な人

がいて、様々なことをし

ている。そしてそれを発

表してくれる。中には埋

もれている人でも、すご

い人がいる。要するに社

会そのものを会得しても

らうことは、素晴らしい

教育だと思う。生徒が自

分自身の適性を見つめ、

将来を考えることはとて

も大切なことだと思いま

す。引き続きのご指導を

お願いします。 



様式第５号 

キ 

退勤時間の厳守 ・月間の超過勤務時間平均20時間未

満 

Ａ Ａ 

超過勤務時間が少ないよ

うで安心しました。教職

員の健康管理には、これ

からも気をつけて欲し

い。月間の超過勤務時間

が18時間24分とのこと

で、目標はクリアされて

いる。勤務時間外は、是

非とも自分と家族の心の

栄養ために使われんこと

を切望する。業務のこと

を考えては元の木阿弥で

ある。 

 

 


